
第 4 部 謀 

第 19 話：篭絡 

宙敬 in 美貴子：「あ…ああ…💕」 

美貴子 in 宙敬：「なかなか良い表情になってきてるわよ💕」 

 美貴子 in 宙敬は、つまんだ突起物からいったん手を離すと、その周りの柔らかい双丘を

掴み、揉みしだいていった。 

 

宙敬 in 美貴子：「あっ…あっ…んっ💕」 

美貴子 in 宙敬：「オンナになってきたんじゃない？」 

 美貴子 in 宙敬は、宙敬 in 美貴子をオンナに堕とそうと、言葉でも攻めてきた。 

宙敬 in 美貴子：「俺は…男だ！！これは美貴子さんのカラダが勝手に…」 

 

美貴子 in 宙敬：「そうね…でも…今は貴女のカラダだよ💕」 

宙敬 in 美貴子：「俺は…路子のためにも…このカラダで逝く訳には…」 

 頑張る宙敬 in 美貴子に、美貴子 in 宙敬は、衝撃の事実を伝えた。 

美貴子 in 宙敬：「…路子ちゃんもそのカラダで逝ったのよ💕気にすることないわ…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



宙敬 in 美貴子：「まさか！？路子が？？」 

美貴子 in 宙敬：「本当よ。彼女、どこか気まずそうにしていなかった？」 

 宙敬 in 美貴子が記憶を辿ると、出掛け際の路子の様子がおかしかったことに気付いた。 

 

美貴子 in 宙敬：「路子ちゃんもこんなに感じなかったけど…貴女…女の適性があるんじゃ

ない？」 

宙敬 in 美貴子：「俺は、男としてずっと生きて来たんだ！そんなこと…」 

 その言葉も遮るように美貴子 in 宙敬は、右手を宙敬 in 美貴子の股間に添えた。そし

て、その指についた愛液を宙敬 in 美貴子に見せた。 

 

恥ずかしそうに目を背ける宙敬 in 美貴子。 

美貴子 in 宙敬：「わかるわよね？これがどういうことか…」 

 美貴子 in 宙敬は、答えを聞かずに、宙敬 in 美貴子のショーツを脱がし、その秘所へ指

を挿入した。そしてゆっくりと指をその穴に出し入れする… 

宙敬 in 美貴子：「んっ…あぁ…んあ…ん～～💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



美貴子 in 宙敬：「わたしのカラダだから良くわかるわ…欲しいでしょ？これが💕」 

宙敬 in 美貴子：「俺は…路子が…」 

 脳には、女性ホルモンが回り、オンナの感覚に支配されつつある宙敬 in 美貴子だった

が、何とか言葉だけは、必死に絞り出し抵抗していた… 

美貴子 in 宙敬：「そんなことはどうでも良くしてあげる💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 美貴子 in 宙敬は、そそり立つ肉棒を掴むと、ぐしょぐしょに濡れていた宙敬 in 美貴子

の秘所にあてがい、一気にそれを膣内に挿入した… 

宙敬 in 美貴子：「ああ！ダメだ！抜いてくれ！俺のカラダが路子以外と繋がるなんて！」 

美貴子 in 宙敬：「もう既に一度繋がって種付けしてるっていってるでしょ！💕」 

宙敬 in 美貴子：「そんな…俺が…俺のカラダが…」 

 

 



第 20 話：交換条件 

 宙敬 in 美貴子のカラダが脱力し、呆然とする… 

美貴子 in 宙敬：「ほら💕もっと締め付けてよ💕」 

 美貴子 in 宙敬は、そう言うと、宙敬 in 美貴子の胸を吸い始めた。再び刺激を受けた宙

敬 in 美貴子は、呆然としながらも、体位を変えて美貴子 in 宙敬の馬乗りになり、自ら腰

を振り始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美貴子 in 宙敬：「うふふ💕どうやら女の快感に目覚めたようね！気持ち良いわよ💕」 

宙敬 in 美貴子：「ああ…今まで俺が感じたことない…これが女の…」 

 宙敬 in 美貴子は、普段美貴子が見せないだらしない表情で快感に溺れながら、腰を振り

続けた… 

 

美貴子 in 宙敬：「ほーら💕元の貴女のお〇んちで逝っちゃいなさい💕」 

宙敬 in 美貴子：「あっ💕あっ💕あ…あ～ん💕」 

 美貴子 in 宙敬の精液がどくっどくっどくっと宙敬 in 美貴子の膣内に注がれた… 



 そのまま意識を失い果てた宙敬 in 美貴子は、翌朝、ベッドで目を覚ました。起き上が

り、何気なく胸に手を当てると… 

宙敬 in 美貴子：「あ…胸…俺、美貴子さんになっていて…昨日…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨夜の出来事を思い出すと、恥ずかしさのあまり、すぐに胸から手を離し、頭を抱えて

カラダを揺らせた。その揺れに合わせて、宙敬 in 美貴子の胸も揺れ、オンナであること実

感させられる…そこへ美貴子 in 宙敬が姿を現した。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美貴子 in 宙敬：「そんな恰好でわたしを誘惑して💕…またして欲しいの？」 

宙敬 in 美貴子：「美貴子さん…俺…」 

美貴子 in 宙敬：「言わなくてもわかるわ…路子ちゃんへの引け目があるんでしょ？」 

 宙敬 in 美貴子は、無言で頷いた。 

 

美貴子 in 宙敬：「でも…わたしのそのカラダも名残惜しい…」 

 宙敬 in 美貴子は、しばらく動かなかったが、小さく頷いた。 

美貴子 in 宙敬：（これは思わぬ収穫だわ。宙敬君がわたしのカラダを気に入ってずっとい

てくれたら…） 

宙敬 in 美貴子：「あの…俺…」 

美貴子 in 宙敬：「貴女はそのままでいいの。変わるのは、わたしと路子ちゃん。みんな幸

せになれるのよ。」 

 



 その頃、路子は、宙敬の帰りを待っていた。そこへ宙敬が帰って来た。 

宙敬 in 美貴子：「遅くなっちゃったね。昨夜、無事に入れ替われたんだけど、その後、眠

気が襲ってきて朝まで寝てたんだ…」 

路子：「元に戻れたの？美貴子さんはどうしたの？」 

 路子が心配そうに探るように尋ねた。 

 

宙敬 in 美貴子：「元のカラダに戻った後、部屋を出て行ったよ。まだ路子のカラダを狙っ

ているかもしれないから気をつけないとだね。ここには来てないよね？」 

路子：「うん…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 21 章：念願のカラダ 

宙敬：「心配かけたね、路子。」 

 宙敬は、路子の傍に行き、その手を握った。その瞬間… 

宙敬；「え？」 

路子：「どうやら成功したようね💕」 

 

路子 in 宙敬：「ヒロ君？どうして？？」 

 喉に手を当てて、信じられないという表情をする路子 in 宙敬… 

美貴子 in 路子：「わたしよ、美貴子💕」 

 美貴子 in 路子は、勝ち誇った表情をした。 

 

路子 in 宙敬：「入れ替われなかったってこと？ヒロ君は…どうしたの？」 

美貴子 in 路子：「ちゃんと居るよ。わたしの…いえ…今は路子ちゃんの部屋になるのね。」 

路子 in 宙敬：「返して！あたしのカラダ！」 

美貴子 in 路子：「せっかく手に入れたのに返す訳ないでしょ！やっぱり女がいいわね💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



路子 in 宙敬：「ヒロ君だって…女の美貴子さんのカラダになって困惑して…」 

 路子 in 宙敬の言葉を美貴子 in 路子が遮った。 

美貴子 in 路子：「さあ…それはどうかしら？」 

 美貴子 in 路子が意地悪い表情で言葉を濁した。 

 

路子 in 宙敬：「どういうこと？」 

美貴子 in 路子：「自分の目で確かめてみるといいわ…」 

 路子 in 宙敬は、今まで見たことがないほど動揺した様子で、美貴子 in 路子を睨むと足

早に部屋を出て行った… 

 

美貴子 in 路子：「うふふ💕これで心置きなく楽しめるわね。宙敬君のカラダで昨日、これ

を買いに行くの…かなり恥ずかしかったけど…路子ちゃんのカラダなら…」 

 美貴子 in 路子は、そう言うと、着ている服を全部脱ぎ、玄関に置いていたバッグから衣

装を取り出し、次々と身につけた。そして姿見に自分自身を映し、満足そうにうっとりと

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



美貴子 in 路子：「わたしの表現力と路子ちゃんのこのカラダがあれば、多くの観客を魅了

することができる…それに宙敬君のような彼氏だって…」 

 美貴子 in 路子は、うっとりとしたまま腰を動かし踊り始めた。 

美貴子 in 路子：「カラダが軽い…それに可動域が大きい…やっぱりこのカラダはわたしが

使うべきだわ💕さて…」 

 

 美貴子 in 路子は、一通り楽しんだ後、部屋着に着替えた。 

美貴子 in 路子：「あとは、路子ちゃんたちが今のカラダにいることを受け入れてくれれば

だけど…わたしの魂もこのカラダに固定されてないのよね…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その頃… 

路子 in 宙敬：「ヒロ君…いる？」 

 路子 in 宙敬は、宙敬がいる部屋を訪ねて来た。鍵が開いており、リビングルームへ進む

と…美貴子（のカラダ）が座っていた。 

宙敬 in 美貴子：「もしかして…路子なのか？…」 

路子 in 宙敬：「うん…今は…ヒロ君のカラダになっているけど…」 


